
学則の変更の趣旨等を記載した書類 

１ 収容定員変更の内容 

 広島大学医学部医学科の平成 20 年度以降の入学定員については，平成 21 年度に「緊急

医師確保対策」に基づき平成 29 年度までの期限を付した 5 名の臨時定員増を，同年度に

「経済財政改革の基本方針 2008」に基づき 5 名の恒久定員増を，また，平成 22 年度に「経

済財政改革の基本方針 2009」に基づき平成 31 年度までの期限を付した 7 名の臨時定員増

を，さらに平成 25 年度に「新成長戦略」等に基づき平成 31 年度までの期限を付した 3 名

の臨時定員増を，それぞれ実施した。 

平成 29 年度を期限とする 5 名の入学定員については，平成 31 年度までの期限を付した

再度の入学定員増を行った。 

平成 31 年度を期限とする 15 名の入学定員のうち，令和 2 年度より募集停止するふるさ

と枠岡山県コース 2 名を除く 13 名については，令和 3 年度までの期限を付した再度の入

学定員増を行った。 

今回，令和 3 年度を期限とする 13 名の入学定員について，令和 4 年度までの期限を付

した再度の入学定員増を行い，令和 4 年度の再度の入学定員増を行わなかった場合の入学

定員 105 名を 118 名に変更する。 

これに合わせて収容定員も，令和 4 年度までの期限付きの入学定員増を踏まえ，収容定

員 630 名を 643 名に変更する。 

２ 収容定員変更の必要性 

地域における医師不足の解消が喫緊の課題であることから，令和 3 年度で終了する医

学部医学科入学定員の暫定措置分（13 名）について，令和 4 年度に入学定員増（13 名）

として収容定員を変更するもの。この入学定員 13 名については，広島県の策定する地域

医療再生計画に基づく卒後一定期間の地域医療等の従事を条件とする奨学金が支給される

「ふるさと枠広島県コース」での入学とし，深く地域医療や総合医療を体験できる教育を

受けさせることで，地域の実情と要請に柔軟に対応できる医療人の養成へと繋げる。 

３ 収容定員変更に伴う入学者選抜方法等について 

（１） 入学者選抜方法について

① 選抜方法：広島大学光り輝き入試学校推薦型選抜医学部医学科（ふるさと枠） 

② 出願資格：

・広島県内の高等学校又は中等教育学校を令和 2 年 4 月１日以降に卒業した者及び

令和 4 年 3 月 31 日までに卒業見込みの者で，高等学校又は中等教育学校の長が

以下の「推薦要件」(※)について責任を持って推薦でき，合格した場合に入学を

確約できるもの。 

・卒業後は，「広島大学ふるさと枠卒業医師に係るキャリアプラン」に沿って医師

業務に従事し，広島県内の地域医療に貢献する意志のある者

(※)「推薦要件」 

次の要件を満たす者で，推薦人数は1高等学校等5名以内とする。 
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・調査書の評定平均値が4.3 以上かつ人物が優れていると認められる者 

・広島県が貸与する奨学金を受給し，かつ卒業後は広島県内で医療に従事する強

い意志のある者 

③ 合格者判定：複数の面接員による面接試験，大学入学共通テスト及び出願書類

の得点を総合的に評価し，判定する。なお，面接試験では，広島県の担当者が面

接員として加わり，医療人としての適性評価と広島県の地域医療に従事する強い

意志を有しているかどうかを確認する。 

 

 

 （２） 教育課程等について 

ふるさと枠学生には，1 年次より臨床実習に至るまで継続的に地域医療への理解と貢献

する意欲の醸成を行う。一般選抜で入学する学生についても，必要に応じてこの教育課程

を課し，地域医療への関心を高める。 

医学部医学科での地域医療に関する科目は，1年次の医学部・歯学部・薬学部合同早期

体験実習，医療行動学，3年次の全身性疾患制御学（地域医療），社会医学，4年次の医学

研究実習，臨床実習入門プログラム，4～5年次の臨床実習Ⅰ（地域医療），5～6年次臨床

実習Ⅱ，6年次の臨床実践学である。これらのカリキュラムは，以下のとおりである。（別

紙1「広島大学医学部医学科の地域医療に関する学部教育のカリキュラムの概要」参照） 

   ① １年次夏季休業期間：医学部・歯学部・薬学部合同早期体験実習（夏季休業期間中

の連続した 2 日間） 

広島県内の関連病院・施設，僻地拠点病院，僻地診療所等において，病院の受付・

案内，ボランティア・介護体験実習等の地域医療を実体験させる。 

② １年次後期：医療行動学 

大学病院の看護部病棟，手術室，外来・病棟等及び医学部医学科の研究室において，

実地医療を見学し，医療人の役割分担に関する理解を深める機会を与える。 

③ 3 年次：全身性疾患制御学（地域医療） 

地域医療総論の講義を実施し，1 年次及び 2 年次に得た僻地医療に関する知識と経

験を臨床系講義の中で再認識させ，地域僻地医療への関心を継続させる。 

④ 3 年次後期：社会医学 

衛生学，公衆衛生学の系統講義及び実習の中で，地域医療政策，地域包括ケア，高

齢者医療制度等の知識を習得させ，制度面からの地域医療を体験させる。 

⑤ 4 年次前期：医学研究実習 

     地域医療システム学を選択した学生に地域医療に関する研究を行う。 

⑥ 4 年次後期：臨床実習入門プログラム  

地域医療実習のオリエンテーションを行う。 

⑦ 4 年次後期-5 年次：臨床実習Ⅰ（地域医療） 

必修として中山間地の地域医療基幹病院を中心とした診療所，福祉施設などでの 1

週間の地域医療実習の中で，地域医療の在り方と現状及び課題を理解し，地域社会で

求められる医療・保健・福祉・介護の活動について学び，地域医療に貢献するための
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能力を身に付ける。 

   ⑧ 5 年次後期-6 年次前期：臨床実習Ⅱ 

選択により僻地医療拠点病院，僻地診療所で臨床実習を行い，臨床実習Ⅰでの地域

医療経験を深化させる。また，これまでに得た地域医療に関する知識を再認識させる。 

   ⑨ 6 年次前期：臨床実践学 

     1～5 年次に学んだ地域医療関連の知識（地域医療政策，地域包括ケア，介護保険な

ど）を整理し，医師国家試験の受験に向けた準備を行う。 

 

     また，ふるさと枠学生に特化した教育としては，毎週 1 回昼食時に「ふるさと枠セ

ミナー」を開催し，地域医療に関連する学習やディスカッションを通して地域医療マ

インドと仲間意識の醸成を行う。夏季，春季の長期休業期間中には一泊二日あるいは

二泊三日の現地研修による「地域医療セミナー」を実施し，地域医療を早期から体験

させる。冬季休業中には地域医療学習のための合宿も行う。さらに，1 年次，4 年次，

6 年次の学生に対して地域医療システム学講座教員による個別面談を行う。 

 

 （３） 卒業後の取組について 

   ふるさと枠広島県コースの卒業生は，卒後 12 年間の中で 9 年間，広島県知事が指定す

る医療機関で診療に従事し，地域医療に貢献することとなる。 

ふるさと枠卒業生の地域医療機関への配置については，広島大学，広島県，広島県地域

医療支援センターが共同で作成した「広島大学ふるさと枠卒業医師に係るキャリアプラン」

に則り，広島県，広島大学，市町，地域医療機関等の代表者らにより構成される「ふるさ

と枠医師等キャリア支援委員会」にて決定され，県知事の承認を受ける。 

   ふるさと枠卒業生に対して，専門診療科の選択及びキャリアプランについての意見交換

会および集団相談を行う。また，必要に応じて，所属予定あるいは所属中の診療科，地域

医療システム学講座及び広島県が連携をとりながらキャリア相談のための個別面談も行う。 

   なお，広島県の地域医療に関しては，広島県地域医療支援センターが中心となり，広島

大学病院，僻地医療拠点病院，僻地診療所の連携が行われており，ふるさと枠学生の夏季・

冬季・春季地域医療セミナーのアレンジ，ふるさと枠卒業生の配置調整，及び地域医療機

関における指導医療養成に携わっている。医学部長が広島県地域医療支援センター長を，

地域医療システム学講座教員が同センター医監を務めている。 

   平成 21 年度のコース設置時よりふるさと枠広島県コースには令和 3 年度までに 212 名

が入学し，うち 101 名が卒業し，全員が広島県内で就業している。在学生，卒業生を含め

て奨学金を県に返還した事例は無い。 

    

 （４） 地域医療指導医師の教育スキル向上と大学との緊密な関係づくり 

   地域医療機関における臨床指導医を対象として，ＦＤ（Faculty Development）を定期

的に開催する。このＦＤにより医学部と地域医療機関との連携強化を図るとともに，地域

医療機関の指導医の教育能力向上を推進する。また，広島県地域医療支援センターと連携

し，地域医療機関の指導医のための勉強会を提供する。 
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 （５） 奨学金制度の概要について 

○広島県医師育成奨学金制度の概要（別紙2「『広島県医師育成奨学金』について（概

要）」参照） 

      奨学金貸与額：月額20万円 

            貸 与 期 間 ：6年間 

      返還免除条件：貸付期間の 1.5 倍に相当する 9 年間（必要従事期間）を知事の指

定する広島県内の公的医療機関等において医師業務に従事，うち

4 年間（広島大学病院等県内での初期臨床研修 2 年間を除く）を

知事の指定する県内中山間地域等の公的医療機関あるいは公的医

療機関等の知事が指定する診療科（病理診断科，産婦人科）に従

事。         

      猶 予 期 間 ：研修機会の確保を図るため，大学医学部卒業後から 12 年間（貸付

期間の 2 倍に相当する期間）。 
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（広島県健康福祉局医療介護人材課）

○ 広島大学医学部ふるさと枠へ入学された方は、大学在学中の６年間に、広島県から「広島県医師育成奨学金」の貸
与を受けることとなります。

○ 大学卒業後から一定の期間、県内の地域医療を守るための指定医療機関での勤務を行っていただくことで、奨学金
の返還は全額免除となります。

○ 県内での勤務は、「広島大学ふるさと枠卒業医師に係るキャリアプラン」に沿って行っていただきます。

◆貸付額◆

◆貸与期間◆

◆返還免除◆

月額20万円（6年間の総額：1,440万円）
※奨学金の貸付けには、貸付日の翌日から、貸付期間の終了月の末日（６学年の3月末日）までの日数に応じて、民法で規定する法定
利率で計算した利息が付きます。（R3.4月現在の法定利率：年3％）

６年間（大学の通常の修業年限（通算6年間）を超えることはできません）

大学医学部の卒業後から１２年間（貸付期間の２倍に相当する「返還猶予期間」）までに、別に定める基準（キャ
リアプラン）に沿って、次の要件１・２を共に満たすことで、奨学金(利息を含む。)の返還が、全額免除されます。

【要件１】
貸付期間の 1.5 倍に相当する 9 年間（必要従事期間）を、知事が指定する広島県内の公的医療機関等※1

において医師の業務に従事する。
【要件２】
上記９年間（必要従事期間）のうち、４年間（広島大学病院等県内での初期臨床研修2年間を除く）を、
次の①・②のいずれかで従事する。
①知事が指定する県内の中山間地域等の公的医療機関※2

②公的医療機関等の知事が指定する診療科（病理診断科・産婦人科※3）
※1、※2、※3 については、今後、規則改正等により変更となる場合があります。

卒年後 - 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年

勤
務
等
（6学年）

初期臨床研修
（2年）

【県内指定機関】

3～12年目の10年間で、7年間を県内公的医療機関等で勤務、
そのうち4年間は、中山間地域等の指定機関（又は7年間を指定診療科）で勤務
（任意の3年間を使って、県外研修や留学などの機会を得ることが可能）

※出産・育児等による勤務中断の取扱い
出産・育児（又は家族介護）を理由として、指定医療機関での勤務を一時中断（休業・離職等）した場合は、
本人の希望に応じて、当該中断等した期間を返還猶予期間に追加（猶予を延長）することができます。

◆そ の 他◆

≪上記の要件を整理すると、次のとおりです。≫
◎貸付期間：6年間
◎返還猶予期間（免除要件の履行期限）：卒業後12年間
◎必要従事期間（9年間）：県内初期臨床研修（2年）＋県内公的医療機関（7年、うち①又は②が4年）

※卒業後の県内勤務は、「広島大学ふるさと枠卒業医師に係るキャリアプラン」に沿って行います。

●育児休業等による中断

（卒業） （12年）《履行期限：１２年間＋中断した期間》

★指定医療機関で 9年間の勤務（うち中山間地域等で 4年間）

一時中断した期
間を追加して、
履行期限を延長
することが可能

全ての授業・実習から、地域医療実習を含む臨床実習に至るまで、全く同じ内容を学習します。それとは別
に、ふるさと枠学生を対象としたプログラムがあり、定期的なミーティングや休暇中のセミナーなどを実施
します。ふるさと枠学生に対しては、在学中に積極的に国内外での見聞きを広め、クラスを引っ張っていく
存在になれるよう、指導致します。

A
Q 広島大学ふるさと枠の学生は、他の学生と違う学部教育を受けるのですか。

「広島県医師育成奨学金制度の概要」に記載してある返還免除の条件2の①には、自分が将来目指す「科」
について、特に制限は書かれていません。ただし、中山間地域勤務期間は原則として総合医として勤務し
ますので、研修中は、原則として総合医としての修練が必要です。これらの総合医としての経験は、その
後総合医としてキャリアを歩む場合はもちろん、専門医を目指す場合も本人の一生の財産となります。

Q
A
広島大学ふるさと枠の卒業生は、自分の行きたい「科」を選ぶことが出来るのですか？

例えば、「初期臨床研修（県の指定医療機関）2年間」→「県内の公的病院3年間」→「県の指定する中山間地
域等の公的医療機関等4年間」といったコースが実例として挙げられます。すなわち一般医学科生と大き
な違いはないのです。

Q
A
予想されるコースについて実例を挙げていただけますか？

「広島県医師育成奨学金制度の概要」の返還免除の条件2の②に「知事が指定する診療科」という文言が
あります。これはまさに「専門医」に該当します。つまり県が「深刻な医師不足」と判断した科であれば、
その科を選択することができ、その場合、勤務地は中山間地に限定されません（現在は病理診断科と産婦
人科が指定されています）。次に「知事が指定する診療科」に行かない場合、中山間地域勤務期間は原則
として総合医として勤務しますが、中山間地域勤務期間終了後、専門医を目指し始めることは問題ありま
せん。また中山間地域勤務期間中も、広島大学の地域医療システム学講座と連絡をとりつつ、目指す専門
医に関わる広島大学の診療科に所属し、将来の専門医取得に向けて準備を始めることが出来ます。ほぼす
べての診療科がふるさと枠卒業生のためのキャリアプランを用意しています。

Q
A
広島大学ふるさと枠の卒業生は、いわゆる「専門医」を目指すことは出来るのですか？

そのような心配を聞きますが、大丈夫です。まず、「総合医」を目指す場合、広島大学の地域医療システ
ム学講座 · 総合診療科をはじめとした全診療科・卒後臨床研修センター、県立広島病院を中心とする県内
の公的医療機関等が支援し、最先端の「総合医」を育成します。次に「専門医」を目指す場合、広島大学
の診療科が中心となって全面的にバックアップします。今後、情報回線を利用したテレ・メディスンも発
達し、その活動を支えます。この「ふるさと枠」は、私たち納税者・県民によって支えられる制度であり、
総合医であれ専門医であれ、広島で活躍する優秀な医師を輩出することを目標と考えています。

Q
A
9年間は、先進的な医療技術の勉強ができないのではないですか？

「広島県医師育成奨学金」について（概要）「広島県医師育成奨学金」について（概要） Q & AQ & A

14

別紙２
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「広島大学ふるさと枠卒業医師に係るキャリアプラン」は、卒業生の能力の向上や、目指す診療科の専門医認定が得ら
れるように、勤務先やローテート方針等を定めた標準的な育成計画です。
卒業生は、必要従事期間が終了して奨学金の返還免除を受けるまでの間、このプランに沿って県内の地域医療に貢献
しながら、併せて能力の向上を図ります。

ふるさと枠医師の育成に関わる先生方よりふるさと枠医師の育成に関わる先生方より 「広島大学ふるさと枠卒業医師に係るキャリアプラン」について「広島大学ふるさと枠卒業医師に係るキャリアプラン」について

13
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国公私立

国立

１．現在（令和３年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

118 0 0 716

（収容定員計算用）
H28 H29 H30 R1 R2 R3 計
120 120 120 120 118 118 716

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

120 120 120 120 118 118 716

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和４年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員

入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員
105 0 0 630

（収容定員計算用）
R4 R5 R6 R7 R8 R9 計
105 105 105 105 105 105 630

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

105 105 105 105 105 105 630

３．令和４年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

118 0 0 643

（収容定員計算用）
R4 R5 R6 R7 R8 R9 計
118 105 105 105 105 105 643

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

118 105 105 105 105 105 643

13

（内訳）

13

0

0

13

大学名

広島大学

（臨時的な措置で減員
した場合、その人数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減員
した場合、その人数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研
究医枠）

(3) 歯学部入学定員の削減を行う大学の特例に伴う入
学定員／編入学定員増（歯学部振替枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増
（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計
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１
．

地
域

の
医

師
確

保
の

た
め

の
入

学
定

員
増

に
つ

い
て

増
員

希
望

人
数

1
3

都
道

府
県

名
増

員
希

望
人

数
広

島
県

1
3

1
3

※
「
大

学
所

在
地

以
外

の
都

道
府

県
」
が

5
都

道
府

県
未

満
の

場
合

は
、

残
り

の
欄

は
空

欄
で

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

都
道

府
県

名
R

2
地

域
枠

定
員

（
※

1
）

R
2
貸

与
者

数
（
※

2
）

R
3
地

域
枠

定
員

（
※

1
）

R
3
貸

与
者

数
（
※

2
）

R
2
と

R
3
の

貸
与

者
数

の
う

ち
多

い
方

の
数

広
島

県
1
3

1
8

1
3

1
8

1
8 0 0 0 0 0

計
1
3

1
8

1
3

1
8

1
8

（
※

1
）
臨

時
定

員
分

の
み

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
※

2
）
恒

久
定

員
の

中
で

地
域

枠
を

実
施

し
て

い
る

場
合

、
恒

久
定

員
分

の
地

域
枠

の
人

数
も

含
め

た
修

学
資

金
の

貸
与

実
績

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
※

6
都

道
府

県
未

満
の

場
合

は
、

残
り

の
欄

は
空

欄
で

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

（
１

）
対

象
都

道
府

県
名

及
び

増
員

希
望

人
数

（
２

）
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
た

地
域

枠
学

生
の

確
保

状
況

大
学

が
所

在
す

る
都

道
府

県

大
学

所
在

地
以

外
の

都
道

府
県

計

－ 10 －



１
．

大
学

が
講

ず
る

措
置

１
－

１
．

地
域

枠
学

生
の

選
抜

①
令

和
２

年
度

に
実

施
し

た
地

域
枠

学
生

(令
和

３
年

入
学

)の
選

抜
に

つ
い

て
、

下
記

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
学

生
募

集
要

項
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

募
集

人
数

う
ち

臨
時

定
員

分

広
島

大
学

光
り

輝
き

入
試

学
校

推
薦

型
選

抜
医

学
部

医
学

科
(ふ

る
さ

と
枠

)

（
ⅰ

）
学

校
推

薦
型

選
抜

別
枠

（
先

行
型

）
1
8

1
3

H
2
1
以

前

合
計

1
8

1
3

（
※

1
）
貴

大
学

に
お

い
て

作
成

し
た

学
生

募
集

要
項

に
記

載
の

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

②
令

和
３

年
度

に
実

施
す

る
地

域
枠

学
生

(令
和

４
年

入
学

)の
選

抜
に

つ
い

て
、

下
記

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
参

考
と

し
て

P
R

の
た

め
に

作
成

し
た

文
書

（
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

，
テ

レ
ビ

，
新

聞
，

雑
誌

等
）
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

募
集

人
数

う
ち

臨
時

定
員

分

広
島

大
学

光
り

輝
き

入
試

学
校

推
薦

型
選

抜
医

学
部

医
学

科
(ふ

る
さ

と
枠

)

（
ⅰ

）
学

校
推

薦
型

選
抜

別
枠

（
先

行
型

）
1
8

1
3

H
2
1
以

前

合
計

1
8

1
3

（
※

1
）
貴

大
学

に
お

い
て

、
P

R
の

た
め

に
作

成
し

た
文

書
（
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

，
テ

レ
ビ

，
新

聞
，

雑
誌

等
）
に

記
載

の
内

容
（
貴

大
学

に
お

い
て

作
成

予
定

の
学

生
募

集
要

項
に

記
載

予
定

の
内

容
）
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
※

空
欄

が
あ

る
場

合
は

、
何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

開
始

年
度

備
考

入
試

区
分

選
抜

方
法

（
※

1
）

出
願

要
件

（
※

1
）

開
始

年
度

備
考

出
願

要
件

（
※

1
）

(1
)広

島
県

内
の

高
等

学
校

又
は

中
等

教
育

学
校

を
平

成
3
1
（
2
0
1
9
）
年

4
月

1
日

以
降

に
卒

業
し

た
者

及
び

令
和

3
（
2
0
2
1
）
年

3
月

3
1
日

ま
で

に
卒

業
見

込
み

の
者

で
，

高
等

学
校

又
は

中
等

教
育

学
校

の
長

が
「
推

薦
要

件
」
に

つ
い

て
責

任
を

持
っ

て
推

薦
で

き
，

合
格

し
た

場
合

入
学

を
確

約
で

き
る

も
の

(2
) 
卒

業
後

は
，

「
広

島
大

学
ふ

る
さ

と
枠

卒
業

医
師

に
係

る
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

」
に

沿
っ

て
医

師
業

務
に

従
事

し
，

広
島

県
内

の
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

意
志

の
あ

る
者

(1
)広

島
県

内
の

高
等

学
校

又
は

中
等

教
育

学
校

を
令

和
2
年

4
月

1
日

以
降

に
卒

業
し

た
者

及
び

令
和

4
年

3
月

3
1
日

ま
で

に
卒

業
見

込
み

の
者

で
，

高
等

学
校

又
は

中
等

教
育

学
校

の
長

が
推

薦
要

件
に

つ
い

て
責

任
を

持
っ

て
推

薦
で

き
，

合
格

し
た

場
合

入
学

を
確

約
で

き
る

も
の

(2
) 
卒

業
後

は
，

広
島

大
学

ふ
る

さ
と

枠
卒

業
医

師
に

係
る

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
に

沿
っ

て
医

師
業

務
に

従
事

し
，

広
島

県
内

の
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

意
志

の
あ

る
者

（
３

）
令

和
４

年
度

地
域

の
医

師
確

保
の

た
め

の
入

学
定

員
増

に
つ

い
て

入
試

区
分

選
抜

方
法

（
※

1
）

面
接

(2
0
0
点

満
点

)、
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

(9
0
0
点

満
点

)及
び

出
願

書
類

(1
0
0
点

満
点

)の
得

点
を

総
合

的
に

評
価

し
て

合
格

者
を

決
定

名
称

選
抜

方
式

名
称

選
抜

方
式

選
考

は
出

願
書

類
(調

査
書

，
志

望
理

由
書

及
び

推
薦

書
)，

面
接

及
び

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

得
点

で
行

い
ま

す
。

出
願

書
類

(1
0
0
 点

満
点

)，
面

接
(3

0
0
 点

満
点

)，
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

(9
0
0
 点

満
点

)
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１
－

２
．

教
育

内
容

②
（
過

去
に

地
域

枠
を

設
定

し
た

こ
と

が
あ

る
場

合
）
こ

れ
ま

で
の

取
組

・
実

績
を

、
3
～

5
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

③
上

記
①

の
教

育
内

容
（
正

規
科

目
）
に

つ
い

て
、

講
義

・
実

習
科

目
内

容
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
シ

ラ
バ

ス
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

地
域

枠
学

生
そ

の
他

の
学

生

3
年

全
身

性
疾

患
制

御
学

全
員

必
修

必
修

講
義

1
2

4
年

臨
床

実
習

入
門

プ
ロ

グ
ラ

ム
全

員
必

修
必

修
講

義
4

4
～

5
年

臨
床

実
習

Ⅰ
全

員
必

修
必

修
実

習
4
0

5
～

6
年

臨
床

実
習

Ⅱ
全

員
必

修
必

修
実

習
3
0

（
※

1
）
対

象
者

は
、

当
該

講
義

・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
地

域
枠

学
生

」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。
（
地

域
枠

学
生

の
希

望
者

の
み

の
場

合
は

、
対

象
者

を
「
地

域
枠

学
生

」
、

必
修

／
選

択
の

別
を

「
選

択
」
と

ご
記

載
く
だ

さ
い

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

そ
の

ま
ま

に
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

①
地

域
枠

学
生

が
卒

後
に

勤
務

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

都
道

府
県

で
の

地
域

医
療

実
習

な
ど

、
地

域
医

療
を

担
う

医
師

養
成

の
観

点
か

ら
の

教
育

内
容

の
概

要
（
令

和
４

年
度

）
に

つ
い

て
、

5
～

6
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

平
成

2
1
年

度
か

ら
地

域
枠

(ふ
る

さ
と

枠
)に

よ
る

増
員

を
開

始
、

平
成

2
2
年

度
か

ら
広

島
県

寄
附

講
座

(地
域

医
療

シ
ス

テ
ム

学
講

座
)を

設
置

し
、

卒
前

教
育

や
キ

ャ
リ

ア
支

援
に

取
り

組
ん

で
き

た
。

ふ
る

さ
と

枠
広

島
県

コ
ー

ス
に

は
令

和
３

年
度

ま
で

に
2
1
2
名

が
入

学
し

、
う

ち
1
0
1
名

が
卒

業
し

、
全

員
が

広
島

県
内

で
就

業
し

て
い

る
。

奨
学

金
を

県
に

返
還

し
た

事
例

は
無

い
。

（
参

考
：
記

入
例

）
平

成
○

年
度

か
ら

地
域

枠
に

よ
る

増
員

を
開

始
し

、
□

□
、

■
■

な
ど

の
取

組
を

行
っ

て
き

た
。

令
和

３
年

度
ま

で
に

△
名

の
地

域
枠

学
生

を
確

保
し

、
そ

の
う

ち
▲

名
が

現
在

～
～

と
し

て
地

域
医

療
に

貢
献

し
て

い
る

。

（
参

考
：
記

入
例

）
1
～

2
年

次
に

は
、

「
○

○
」
と

い
う

科
目

を
開

講
す

る
と

と
も

に
「
△

△
」
を

必
修

化
し

、
～

～
を

学
ん

で
い

る
。

3
～

4
年

次
に

は
、

×
×

実
習

を
行

い
、

～
～

を
学

ん
で

い
る

。
ま

た
キ

ャ
リ

ア
支

援
と

し
て

□
□

を
実

施
し

て
い

る
。

令
和

４
年

度
か

ら
は

、
■

■
を

新
た

に
開

始
す

る
な

ど
、

～
～

を
図

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

対
象

者
（
※

1
）

必
修

／
選

択
の

別
講

義
／

実
習

の
別

単
位 数

開
始

年
度

H
2
1
以

前

H
2
1
以

前

H
2
1
以

前

H
2
2

講
義

・
実

習
名

県
内

医
療

機
関

で
行

う
全

員
必

修
の

実
習

と
し

て
1
年

次
の

「
医

学
部

・
歯

学
部

・
薬

学
部

合
同

早
期

体
験

実
習

」
、

4
～

5
年

次
の

「
臨

床
実

習
Ⅰ

（
地

域
医

療
）
」
、

5
～

6
年

次
の

「
臨

床
実

習
Ⅱ

」
が

あ
る

。
全

員
必

修
の

地
域

医
療

講
義

と
し

て
3
年

次
の

「
全

身
性

疾
患

制
御

学
（
地

域
医

療
）
」
、

4
年

次
の

「
臨

床
実

習
入

門
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
、

6
年

次
の

「
臨

床
実

践
学

」
（
臨

床
実

習
Ⅱ

の
一

部
と

し
て

実
施

）
が

あ
る

。
地

域
枠

(ふ
る

さ
と

枠
)学

生
の

み
必

修
の

セ
ミ

ナ
ー

と
し

て
「
ふ

る
さ

と
枠

セ
ミ

ナ
ー

（
毎

週
）
」
、

長
期

休
暇

中
の

地
域

医
療

実
習

と
し

て
夏

、
冬

、
春

に
「
地

域
医

療
セ

ミ
ナ

ー
」
が

あ
る

。
キ

ャ
リ

ア
支

援
の

た
め

の
面

談
も

定
期

的
に

行
っ

て
い

る
。

対
象

学
年
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④
大

学
の

正
規

科
目

以
外

で
、

提
供

す
る

地
域

医
療

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

あ
れ

ば
、

そ
の

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

対
象

学
年

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

対
象

者
（
※

1
）

期
間

（
例

：
○

週
間

）
開

始
年

度

1
年

医
学

部
・
歯

学
部

・
薬

学
部

合
同

早
期

体
験

実
習

全
員

2
日

間
H

2
1
以

前

1
～

4
年

ふ
る

さ
と

枠
セ

ミ
ナ

ー
地

域
枠

学
生

毎
週

水
曜

日
1
時

間
H

2
2

1
～

4
年

地
域

医
療

夏
セ

ミ
ナ

ー
地

域
枠

学
生

2
日

間
(1

泊
)

H
2
2

1
～

4
年

地
域

医
療

冬
セ

ミ
ナ

ー
地

域
枠

学
生

2
日

間
(1

泊
)

H
2
2

1
～

4
年

地
域

医
療

春
セ

ミ
ナ

ー
地

域
枠

学
生

2
日

間
(1

泊
)

H
2
2

1
, 
4
, 
6
年

面
談

地
域

枠
学

生
1
～

2
名

一
組

。
1

回
1
時

間
H

2
2

4
, 
5
年

マ
ッ

チ
ン

グ
説

明
会

地
域

枠
学

生
年

1
回

。
1
回

1
時

間
。

H
2
8

（
※

1
）
対

象
者

は
、

当
該

講
義

・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
地

域
枠

学
生

」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。
※

空
欄

が
あ

る
場

合
は

、
何

も
記

入
せ

ず
に

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

⑤
上

記
③

④
以

外
に

、
地

域
医

療
を

担
う

医
師

の
養

成
に

関
す

る
取

組
等

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
令

和
３

年
度

以
前

か
ら

継
続

す
る

取
組

を
含

む
）
（
1
～

2
行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

あ
り

地
域

枠
出

身
医

師
の

配
置

案
の

審
議

、
決

定
H

2
8

あ
り

な
し

あ
り

あ
り

あ
り

あ
り

都
道

府
県

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）

大
学

病
院

，
一

般
病

院
，

介
護

施
設

，
保

険
薬

局
等

に
て

，
病

院
の

受
付

・
案

内
，

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
介

護
体

験
実

習
，

保
険

薬
局

見
学

実
習

等
を

行
う

。

地
域

枠
学

生
の

た
め

の
勉

強
会

。
全

員
必

修
。

地
域

枠
学

生
と

自
治

医
科

大
学

学
生

の
合

同
地

域
医

療
現

地
実

習
。

全
員

必
修

。
地

域
枠

学
生

と
自

治
医

科
大

学
学

生
の

合
同

合
宿

勉
強

会
。

全
員

必
修

。

寄
附

講
座

教
員

に
よ

る
地

域
枠

学
生

の
個

別
面

談
。

寄
附

講
座

教
員

に
よ

る
臨

床
研

修
マ

ッ
チ

ン
グ

説
明

会
。

取
組

の
名

称
取

組
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）
開

始
年

度
ふ

る
さ

と
枠

医
師

キ
ャ

リ
ア

説
明

会
・

同
窓

会
地

域
枠

出
身

医
師

の
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

説
明

会
、

集
団

面
接

、
お

よ
び

同
窓

会
。

年
一

回
実

施
。

H
3
0

ふ
る

さ
と

枠
医

師
の

個
別

面
談

寄
附

講
座

教
員

に
よ

る
ふ

る
さ

と
枠

出
身

医
師

の
個

別
面

談
。

随
時

実
施

。
H

2
7

ふ
る

さ
と

枠
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

の
策

定
地

域
枠

出
身

医
師

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
平

成
2
5
年

に
策

定
し

平
成

2
9
年

度
，

令
和

元
年

度
に

改
訂

。
H

2
6

地
域

枠
学

生
の

地
域

医
療

現
地

実
習

。
希

望
者

の
み

実
施

。

ふ
る

さ
と

枠
キ

ャ
リ

ア
支

援
委

員
会
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２
．

都
道

府
県

等
と

の
連

携

月
額

総
貸

与
額

大
学

の
関

与
の

有
無

 (
※

1
）

広
島

県
1
8

新
入

生
2
0
0
,0

0
0

1
4
,4

0
0
,0

0
0

○
×

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

②
そ

の
他

、
都

道
府

県
と

連
携

し
た

取
組

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
例

：
在

学
中

の
学

生
に

対
す

る
都

道
府

県
と

連
携

し
た

相
談

・
指

導
、

卒
後

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
形

成
等

に
対

す
る

支
援

）
（
1
～

2
行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

①
都

道
府

県
が

設
定

す
る

奨
学

金
に

つ
い

て
、

以
下

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
併

せ
て

、
都

道
府

県
が

厚
生

労
働

省
に

提
出

す
る

予
定

の
地

域
の

医
師

確
保

等
に

関
す

る
計

画
及

び
「
地

域
に

お
け

る
医

療
及

び
介

護
の

総
合

的
な

確
保

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」
（
平

成
元

年
法

律
第

6
4
号

）
第

４
条

に
規

定
す

る
都

道
府

県
計

画
等

に
位

置
づ

け
る

こ
と

を
約

束
す

る
文

書
を

添
付

し
て

下
さ

い
。

な
お

、
複

数
の

奨
学

金
を

設
定

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

記
入

く
だ

さ
い

。

備
考

ふ
る

さ
と

枠
は

，
全

員
広

島
県

か
ら

の
奨

学
金

を
受

給
す

る

診
療

科
の

限
定

の
有

無

（
診

療
科

の
限

定
が

あ
る

場
合

）
そ

の
診

療
科

名

返
還

免
除

要
件

大
学

医
学

部
を

卒
業

後
か

ら
1
2
年

間
（
貸

付
期

間
の

2
倍

に
相

当
す

る
「
返

還
猶

予
期

間
」
）
ま

で
に

，
別

に
定

め
る

基
準

に
沿

っ
て

，
次

の
要

件
1
・
2
を

共
に

満
た

す
こ

と
で

，
奨

学
金

（
利

息
を

含
む

。
）
の

返
還

が
，

全
額

免
除

さ
れ

ま
す

。
【
要

件
1
】

貸
付

期
間

の
1
.5

倍
に

相
当

す
る

9
年

間
（
必

要
従

事
期

間
）
を

，
知

事
が

指
定

す
る

広
島

県
内

の
公

的
医

療
機

関
等

に
お

い
て

医
師

の
業

務
に

従
事

す
る

。
【
要

件
2
】

上
記

9
年

間
（
必

要
従

事
期

間
）
の

う
ち

，
4
年

間
（
広

島
大

学
病

院
等

県
内

で
の

初
期

臨
床

研
修

2
年

間
を

除
く
）
を

，
次

の
①

・
②

の
い

ず
れ

か
で

従
事

す
る

。
①

知
事

が
指

定
す

る
県

内
の

中
山

間
地

域
等

の
公

的
医

療
機

関
②

公
的

医
療

機
関

等
の

知
事

が
指

定
す

る
診

療
科

（
病

理
診

断
科

，
産

婦
人

科
）

選
抜

時
期

選
抜

方
法

③
地

域
枠

入
学

者
で

あ
れ

ば
別

途
選

抜
を

実
施

せ
ず

貸
与

取
組

の
名

称

貸
与

対
象

貸
与

額
　

（
例

：
2
0
0
,0

0
0
）

奨
学

金
の

設
定

主
体

貸
与

人
数

取
組

の
概

要
（
1
～

2
行

程
度

）
開

始
年

度

1
-
2
 ④

お
よ

び
⑤

（
医

学
部

・
歯

学
部

・
薬

学
部

合
同

早
期

体
験

実
習

を
除

く
）

広
島

県
、

広
島

県
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

行
っ

て
い

る
。

H
2
2

 (
※

1
）
○

の
場

合
は

、
備

考
欄

に
詳

細
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
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３
．

そ
の

他
１

～
２

に
記

入
し

た
も

の
以

外
で

、
そ

の
他

、
地

域
の

医
師

確
保

の
観

点
か

ら
大

学
の

今
後

の
取

組
が

あ
れ

ば
、

簡
潔

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
（
1
～

3
行

程
度

）
特

に
、

都
道

府
県

か
ら

の
奨

学
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

、
地

域
枠

入
学

者
を

確
保

す
る

た
め

に
貴

大
学

で
取

り
組

ま
れ

て
い

る
こ

と
や

今
後

の
取

組
み

予
定

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

ふ
る

さ
と

枠
入

学
希

望
者

向
け

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

ふ
る

さ
と

枠
相

談
ブ

ー
ス

の
設

置
、

県
内

高
等

学
校

へ
の

出
張

説
明

会
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。
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